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連
載
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

◆住宅・ビル・施設Week＜東京展＞（第3回［高
性能］建材・住設 EXPO ／第3回 スマートビ
ルディング EXPO ／第1回 AI・スマート住宅 
EXPO ／第1回 施設リノベーション EXPO）
会期：2018年12月12日（水）～ 14日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00
（最終日は17：00まで）▷会場：東
京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-10-1）▷入場料：招待券（事前請
求無料）持参の場合無料／招待券が
ない場合は5,000円▷主催：リード
エグジビション ジャパン株式会社
/問合せ先：03-5324-1244

◆第11回 オートモーティブ ワールド（第
11回［国際］カーエレクトロニクス技
術 展 ～ カ ー エ レ JAPAN ～ ／ 第10回 
EV・HEV 駆 動 シ ス テ ム 技 術 展 ～ EV 
JAPAN ～／第9回 クルマの軽量化 技術
展／第7回 コネクティッド・カー EXPO
／第5回 自動車部品＆加工 EXPO ～カー
メカ JAPAN ～／第2回 自動運転 EXPO）
会期：2019年1月16日（水）～ 18日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：
00（最終日は17：00まで）▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区
有明3-10-1）▷入場料：招待券（事

前請求無料）持参の場合無料／招
待券がない場合は5,000円▷主催：
リード エグジビション ジャパン
株 式 会 社/問 合 せ 先：03-5302-
3141

◆ENEX2019 第43回地球環境とエネルギー
の調和展（Energy and Environment Exhi
bition）／ Smart Energy Japan2019 ／
電力・ガス新ビジネスEXPO 2019
会期：2019年1月30日（水）～ 2月1日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト東1・2ホール（東京都
江東区有明3-10-1）▷入場料：3,000円

（ウェブサイトで来場事前登録・招待状
を持参で入場無料）▷主催：＜ENEX＞一
般財団法人省エネルギーセンター／＜
SEJ＞株式会社JTBコミュニケーション
デザイン／＜電力・ガス新ビジネス
EXPO＞一般財団法人省エネルギーセン
ター／株式会社JTBコミュニケーション
デザイン/問合せ先：展示会事務局03-
5657-0762（JTBコミュニケーションデザ
イン内）

◆スマートエネルギー Week 2019（第15回
［国際］水素・燃料電池展 ～ FC EXPO

2019 ～／第12回［国際］太陽電池展 ～
PV EXPO 2019 ～／第10回太陽光発電シ
ステム施工展／第10回［国際］二次電
池展 ～バッテリー ジャパン～／第9回

［国際］スマートグリッド EXPO ／第7
回［ 国 際 ］ 風 力 発 電 展 ～ WIND EXPO 
2019 ～／第4回［国際］バイオマス展
～ 燃料・発電システム・熱利用技術 な
どが出展 ～／第3回［次世代］火力発電
EXPO ／第1回資源リサイクル EXPO）
会 期：2019年2月27日（水）～3月1
日（金 ）▷ 開 催 時 間：10：00 ～
18：00（最終日は17：00まで）▷会
場：東京ビッグサイト（東京都江
東区有明3-10-1）▷入場料：招待
券（事前請求無料）持参の場合無料
／招待券がない場合は5,000円▷
主催：リード エグジビション ジ
ャパン株式会社/問合せ先：03-
3349-8576

●第4回・全国小水力発電大会in富士宮
会期：2018年12月13日（木）～ 15
日（金）▷会場：【1日目・基調講
演およびパネル討論など】富士
宮市市民文化会館（静岡県富士宮
市宮町14番2号）【2日目・分科
会】①富士宮市市民文化会館／
②浅間大社参集所（静岡県富士宮
市元城町22番1号）＊富士山本宮
浅間大社敷地内【3日目・エクス
カーション】＊会場無し▷主催：
全国小水力発電大会実行委員会・

全国小水力利用推進協議会▷参
加申込先：専用サイトhttps://
amarys-jtb.jp/4syosuiryoku/

（株式会社JTB静岡支店）/問合せ
先：開催実行委員会事務局0544-
22-1131

●第8回 日射セミナー
会期：2018年12月13日（木）▷開
催 時 間：13：10 ～ 16：55▷ 会
場：英弘精機本社（東京都渋谷区
幡ヶ谷1-21-8）▷参加費：無料

（事前申込）▷主催：英弘精機株
式会社/問合せ先：03-3469-6711

●NEDOフェスタin関西
会期・時間：2018年12月18日（火）9：30
～ 17：00 ／ 2018年12月19日（水）10：00
～ 17：00▷会場：グランフロント大阪
北館B2F ナレッジキャピタル コングレ
コンベンションセンター（大阪府大阪市
北区大深町3-1）▷参加費：無料（事前登
録制）▷主催：国立研究開発法人新エネ
ルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）/
問合せ先：06-4965-2130（NEDO関西支部）

●「NEDO Technology Commercialization 
Program（TCP）2018」ピッチコンテスト
【ピッチコンテスト①】会期：2018年12
月19日（水）▷開催時間：13：30 ～ 16：
40（開場13：00 ～）▷会場：グランフロ
ント大阪北館B2F（大阪府大阪市北区大

深町3-1）【ピッチコンテスト②】会期：
2018年12月20日（木）▷開催時間：13：
30 ～ 17：00（開 場13：00 ～）▷ 会 場：
NEDOインキュベーションセンター＜ミ
ューザ川崎セントラルタワー 5F＞（神
奈川県川崎市幸区大宮町1310番）【最終
コンテスト】会期：2019年1月25日（金）
▷ 開 催 時 間：13：30 ～ 18：30（開 場
12：30 ～）▷会場：フクラシア品川ク
リスタルスクエア（東京都港区港南1丁
目6-41）
▷参加費：無料（事前登録制）▷主催：
国立研究開発法人新エネルギー・産業
技術総合開発機構（NEDO）/問合せ先：
03-6833-6575（NEDO TCP事務局）

●広域関東圏ガス事業高度化シンポジウム
会期：2019年1月28日（月）▷開催時間：
13：30 ～ 16：40（受付開始13：00）▷会
場：さいたま新都心合同庁舎1号館 2Ｆ
講堂（埼玉県さいたま市中央区新都心
1-1）▷対象：一般ガス導管事業者、ガ
ス小売事業者、ガス需要家等▷参加費：
無料（事前登録制）▷主催：関東経済産
業局/問合せ先：048-600-0411（関東経
済産業局 資源エネルギー環境部 ガス
事業課）

新エネルギー関連
イベントカレンダー（12月～ 2月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会
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＆
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Ａ
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Ｆ
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「
地
域
の
地
域
に
よ
る
地

域
の
た
め
の
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ

ｉ
ｎ
ｇ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
と
題
し

て
48
回
に
わ
た
り
連
載
し
て

き
た
本
コ
ラ
ム
も
最
終
回
と

な
っ
た
。
前
々
回
、
前
回
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
地
域
の
」、

「
地
域
に
よ
る
」
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
の
で
、
今
回
は

「
地
域
の
た
め
（
の
）
」
に
つ

い
て
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
ま
と

め
と
し
た
い
。

▼
地
域
の
変
容

ま
ず
「
地
域
」
に
つ
い
て

再
考
し
て
み
た
い
。
私
た
ち

が
住
む
街
は
、
身
近
な
地
域

の
単
位
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
、
暮
ら
し
の
原
点
で
あ
る

家
や
住
ま
い
が
あ
る
。
個
人

や
家
族
、
あ
る
い
は
仲
間
と

の
居
場
所
で
も
あ
る
。
休
息

や
憩
い
の
場
で
も
あ
り
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
成
長
の

場
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
愛
着
の
場
で
も
あ
る
。

そ
れ
を
包
む
街
に
は
、
ス

ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
銀
行

や
郵
便
局
、
学
校
や
図
書

館
、
公
園
や
運
動
場
、
ケ
ー

タ
イ
シ
ョ
ッ
プ
や
家
電
店
、

居
酒
屋
や
映
画
館
、
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
パ
チ
ン
コ
店
、

そ
し
て
駅
や
道
路
な
ど
な
ど

様
々
な
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
も
時
代
と
と
も
に
変

化
し
、
発
展
し
て
き
た
。

が
、
栄
枯
盛
衰
も
激
し
い
。

▼
地
域
や
街
と
暮
ら
し

か
つ
て
日
本
で
は
、
自
宅

は
最
も
大
事
な
人
を
迎
え
る

場
所
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
応
接
間
が
あ
り
、
さ
ら
に

大
事
な
客
人
は
座
敷
に
通
し

た
。
そ
こ
に
は
、
日
本
の
住

建
築
の
粋
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
客
人
の
も
て
な
し
も
、

作
法
も
生
ま
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
、

客
人
の
も
て
な
し
は
、
自
宅

で
は
な
く
ホ
テ
ル
や
割
烹
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
ご
く
親
し
い
関
係
で
は

フ
ァ
ミ
レ
ス
や
居
酒
屋
で
行

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
団
地
や

マ
ン
シ
ョ
ン
が
住
居
に
な

り
、
手
狭
に
な
っ
た
の
が
主

因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

も
て
な
し
が
手
間
や
手
作
り

で
は
な
く
、
お
金
を
払
っ
て

託
す
こ
と
の
方
が
、
相
応
し

い
と
の
授
受
双
方
の
了
解
が

出
来
た
よ
う
で
あ
る
。

関
心
は
各
々
の
家
や
庭
先

か
ら
離
れ
、
街
の
重
要
性
が

増
し
、
さ
ら
に
は
郊
外
や
隣

街
、
あ
る
い
は
東
京
へ
と
流

れ
た
。
結
果
、
街
は
お
ろ
か

地
域
の
崩
壊
を
う
み
、
さ
ら

に
田
舎
か
ら
都
会
へ
の
流
れ

を
作
り
出
し
た
。
広
く
と
ら

え
れ
ば
個
か
ら
公
へ
の
関
り

が
増
え
て
、
交
流
と
出
合
い

が
広
が
り
、
公
共
概
念
が
育

つ
と
も
思
え
た
が
、
し
か
し

一
時
の
関
り
に
過
ぎ
ず
、
む

し
ろ
公
共
性
の
希
薄
さ
も
一

部
で
は
生
ま
れ
た
。
そ
れ

は
、
街
の
単
位
に
も
帰
結

し
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
危
機
」
の
警
鐘
す
ら

鳴
ら
さ
れ
て
い
る
。

▼
地
域
の
機
能
と
特
徴

筆
者
の
地
域
に
関
す
る
認

識
は
、
主
観
的
に
は
①
地
域

に
誇
り
を
も
つ
こ
と
で
あ

り
、
客
観
的
に
は
②
地
域
は

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
個

は
、
必
ず
し
も
そ
の
国
や
都

市
を
知
ら
な
く
と
も
、
外
国

人
が
押
し
寄
せ
て
く
る
の

で
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
関
り
を
持
て
る
。

筆
者
も
30
カ
国
以
上
、
そ

し
て
数
百
の
海
外
の
都
市
や

街
を
訪
ね
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
間
違
い
な
く
②
の
特
徴
や

個
性
が
あ
り
、
ま
た
住
民
に

は
①
の
誇
り
が
あ
っ
た
。

国
際
的
な
観
光
都
市
は
、

往
来
や
交
流
の
都
市
機
能
と

役
割
を
持
っ
て
い
る
。
観
光

客
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
易

動
度
の
心
地
よ
さ
で
あ
り
、

同
時
に
、
そ
れ
は
そ
こ
へ
赴

く
観
光
客
と
迎
え
入
れ
る
観

光
地
の
人
々
の
協
働
関
係
に

他
な
ら
な
い
。
観
光
都
市

は
、
そ
れ
を
上
手
に
立
振
舞

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
も

て
な
し
の
妙
で
あ
る
だ
ろ
う
。

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
上
海
、
香
港
な

ど
は
、
金
融
や
経
済
の
、
あ

る
い
は
芸
術
の
都
市
で
あ

り
、
出
張
や
観
光
、
そ
し
て

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
機
能
を

持
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
新
時
代

に
対
応
し
て
、
都
市
や
街
は

変
容
し
て
き
た
。

▼
さ
ら
な
る
変
革
へ
の
備
え

先
月
中
旬
、
元
参
議
院
議

員
で
前
文
部
科
学
副
大
臣
の

鈴
木
寛
氏
の
講
演
『
Ａ
Ｉ
時

代
に
お
け
る
人
材
育
成
と
教

育
改
革
』
を
拝
聴
し
た
。
同

氏
に
は
、
千
葉
大
学
の
講
義

「
科
学
技
術
と
現
代
社
会
」

で
も
『
日
本
の
科
学
技
術
政

策
』
に
つ
い
て
学
生
に
講
義

し
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。

今
回
も
明
快
に
展
望
し
て
く

れ
た
。

今
後
、
押
し
寄
せ
る
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
の
発
展
に
よ

り
、
社
会
の
大
幅
な
変
化
が

予
想
さ
れ
る
。
象
徴
的
に
は

２
０
４
０
年
代
後
半
に
「
シ

ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
」
と
い
わ

れ
る
Ａ
Ｉ
優
位
の
大
変
革
が

や
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
時
に
は
、
都
市
も
、
地

域
や
街
も
、
旧
来
従
来
の
有

り
様
か
ら
す
っ
か
り
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
。

▼
「
地
域
の
た
め
の
」
人
財
育
成

こ
う
し
た
変
革
に
対
応
で

き
る
人
材
が
必
要
と
な
る
。

そ
れ
は
、
一
部
の
人
で
は
な

く
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
ほ
か

家
庭
生
活
に
お
い
て
で
も
あ

る
。
必
要
な
の
は
、
社
会
を

リ
ー
ド
す
る
人
財
で
も
あ

る
。
そ
の
確
保
に
は
時
間
を

要
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

教
育
と
し
て
実
施
す
る
方
針

が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
人
材
や
人
財
の
養
成

は
、
若
者
や
次
世
代
の
人
々

に
は
も
ち
ろ
ん
必
須
で
あ
る

が
、
同
時
に
次
世
代
、
次
々

世
代
を
残
す
た
め
に
、
親
や

祖
父
母
世
代
に
も
必
要
で
あ

る
、
そ
の
パ
ワ
ー
は
「
シ
ル

バ
ー
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
し

て
、
次
世
代
を
つ
く
る
起
爆

力
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
世
代
へ
の
方
策
や
対
応
も

欲
し
い
。

▼
「
地
域
の
た
め
の
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

同
じ
こ
と
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
お
い
て
も
い
え
る
。
将

来
、
資
源
枯
渇
が
予
想
さ
れ

る
化
石
燃
料
に
頼
る
の
で
な

く
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
根

差
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
ス
ウ
ィ
ッ
チ
ン
グ

（
変
革
）
に
も
「
シ
ル
バ
ー

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
重
要
な

役
割
を
演
じ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
健
康
や
食
料
、
そ
し

て
福
祉
な
ど
、
多
く
の
課
題

は
、
私
た
ち
と
身
近
な
家
庭

や
街
、
そ
し
て
「
地
域
の
暮

ら
し
」
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
共
通
す
る

の
は
、
未
来
へ
の
時
間
軸
で

あ
る
。
そ
れ
を
共
に
歩
む
人

材
と
主
導
す
る
人
財
が
必
要

で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
未

来
へ
持
続
す
る
地
域
力
と
な

る
。地

域
は
、
愛
着
と
個
性
を

作
り
出
せ
る
。
一
過
性
で
な

く
、
持
続
で
き
る
し
か
も
先

取
り
し
た
気
概
を
作
り
だ
し

た
い
。
そ
の
背
景
に
、「
Ｏ

ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
」
の
意
味
を

思
い
出
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

写真：長野県青木村の道の駅
あおきのシンボル「エネ空あ
おきタワー」（風車・太陽光
定格出力、各3.5kW）

性
を
も
っ
て
い
る

と
の
視
点
で
あ

る
。
す
る
と
、
①

に
つ
い
て
は
、
井

の
中
の
蛙
と
い
う

嘲
笑
が
あ
り
そ
う

だ
。
し
か
し
、
現

在
で
は
あ
る
個
人


